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米
が
余
る
と
い
う
不
思
議
な
世
の
中
が
き
た
 

人
間
サ

マ
が
食
べ
て
な
お
余
る
の
な
ら
 

雀
ク
ン
が
お
す
そ
分
け
に
あ
ず
か
っ
て
 当

然
の
こ
と
 

わ
た
し
な
ど
も
う
お
役
ゴ
メ
ン
か
と
思
っ
た
 

の
に
・に
 

丹
念
に
作
っ
た
も
の
を
余
っ
た
か
ら
と
 

い
っ
て
雀
ク
ン
の
飼
に
す
る
の
は
 

忍
び
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
 

こ
と
し
も
ま
た
雀
追
い
の
役
目
を
 

引
き
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
 

あ
あ
 
張
り
合
い
が
あ
っ
た
昔
が
 

な
つ
か
し
い
 

市
の
「
四
十
七
年
成
人
式
」
 

は
、
月
遅
れ
お
盆
に
入
っ
た
ぱ

か
り
の
八
月
十
四
日
、
こ
と
し

新
し
く
成
人
に
な
っ
た
三
百
五

十
人
の
若
人
が
出
席
し
て
行
な

わ
れ
、
人
生
の
門
出
を
祝
い
ま

し
た
。
 

市
で
、
こ
と
し
ニ
十
歳
を
迎

え
た
該
当
者
は
七
百
二
十
人
（
 

男
三
百
三
人
、
女
四
百
十
七
人
 

）
で
、
昭
和
ニ
十
七
年
に
生
ま

れ
た
、
戦
争
を
知
ら
な
い
若
人

た
ち
で
す
。
式
場
の
市
民
文
化

会
館
は
、
 マ
キ
シ
や
ミ
ニ
ス
カ
 

ー
ト
に
軽
装
し
た
新
成
人
で
終

日
に
こ
や
か
な
ム
ー
ド
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
 

式
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か

ら

「
君
が
代
」
斉
唱
の
あ
と
、
 

小
山
市
教
育
長
が

「
激
動
す
る

情
報
化
時
代
に
あ
っ
て
、
自
己

を
見
失
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
 

」
と
式
辞
を
の
べ
、
秋
田
市
議

会
議
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。
新
成
人
を
代
表
し
て
、
野

呂
尚
子
さ
ん
（
尻
無
、
農
業
）
 

が
前
田
市
教
育
委
員
長
か
ら
記

念
品
を
受
け
、
渋
谷
健
吾
さ
ん

へ
布
屋
町
、
学
生
）
が

「
豊
か
 
 

な
ま
ち
づ
く
り
に
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
力
強
く
答
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
 

続
い
て
石
岡
た
い
子
さ
ん
 
（
 

野
里
、
学
生
）
福
士
則
夫
さ
ん
 

（
高
野
、
農
業
）
が
、
 「
成
人

を
迎
え
る
」
と
題
す
る
感
想
文

を
披
露
し
、
出
席
者
全
員
で
「
 

市
民
の
歌
」
を
斉
唱
し
て
終
わ

り
ま
し
た
。
 

式
の
あ
と
、
佐
々
木
市
長
が
 

「
成
人
に
期
待

す
る
」
と
題
し

て
記
念
講
演
し

中
国
の
古

い

時
代
の
詩
人
の

言
葉
を
例
え
に

長
髪
や
マ
キ
シ

の
風
俗
や
文
化

は
巡
り
巡
っ
て

く
る
、
な
ど
と

お
話

し
感

銘

を
与
え

ま
し

た
。
 

講
演
の
あ
と

人
形
劇

「
結
婚

の
申
込
み
」
が

初
公
演
し
、
場

内
を
爆
笑
に
包
 
 

ん
だ
あ
と
、
五
一
中
O
B
の
「
 

バ
ン
ド
演
奏
」
、
そ
れ
に
「
成

人
の
つ
ど
い
」
が
あ
り
、
会
場

は
新
成
人
の
誕
生
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
 

な
お
、
当
日
、
受
付
会
場
で

裏
千
家
淡
交
会
青
年
部
が
お
茶

の
接
待
を
し

喜
こ
ば

れ
ま
し

た
。
 

「
黒
星
病

」
の
葉
は

焼
き

捨
て
よ
う
 

い
ま
一
度
、
り
ん
ご
園
を
徹

底
的
に
調
査
し
て
く
だ
さ
い
。
 

羅
病
葉
が
発
見
さ
れ
た
ら
、
 

直
ち
に
焼
却
し
て
「
黒
星
病
」
 

を
来
年
に
越
年
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

心
配
ご

と
相

談

九

月
の

日
程
 

市
の
「
心
配
ご
と
相
談
所
」
 

の
九
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 

日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
心
配

ご
と
に
つ
い
て
、
ど
な
た
も
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

相
談
は
、
午
前
九
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
で
窓
ロ
は
生
活
環

境
課
で
す
。
 

▽
六
日
（
水
）
姥
名
誠

一
、
 

鶴
谷
ャ
ナ
▽
十
三
日

（
水
）
坂

本
庸

「
、
太
田
春
悦
▽
二
十
日
 

（
水
）
山
谷
満
広
、
坂
本
憲
泰

▽
二
十
七
日

（
水
）
山
内
清
祐

佐
藤
甚
「
 

「
社
会

福
祉

に
」
と

十
万

円
寄
贈
 

板
柳
町
の
安
田
啓
治
さ
ん
は

市
の
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
、
と
こ
の
ほ
ど
香

典
返
し
の
一
部
と
し
て
現
金
十

万
円
を
市
福
祉
事
務
所
に
贈
り

ま
し
た
。
 

ま
た
五
高
卒
業
生
の
フ
オ

ー
 

ク
グ
ル
ー
プ
 「
唐
変
木
（
と
う

へ
ん
ぼ
く
）
」
 
（チ
ー
ム
リ
ー
 

ダ
ー
長
尾
勝
文
さ
ん
）
は
、
こ

の
ほ
ど
行
な
っ
た
公
演
の
益
金

一
万
二
百
八
十
円
を
県
善
意
銀

行
五
所
川
原
支
店
に
預
託
し
ま

し
た
。
 

晴れの式で感想文を朗読する福士則夫さん（壇」中央） 
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ー市 の施設 見 学会ー 

△と き 9 月 13日（水）午前10時から 

午後3時終了 

△申込み方法 9 月 5 日 （火）までハガキに住 

所、氏名、年令、職業を書いて市情報課にお 

申し込みください。 （定員50人） 

△見学コース 市役所前（集合）～衛生処理セン 

ター～勲誉亘とJ体育セzノー～馨鷲ニこ9-
センター～貧鼻合』官～学校給食センえこ～ラ望丁 

，逸杢操～頑蕩合』宣ご市役所、の順です。 

△経 費 昼食代として100円いただきます。 

なお施設見学会は10月まで毎月 1回、第2水曜 

ー 日を予定しています。 

お
祭
り
広
場
で
 

②
 
名
物

の
朝
市
開
く
 

「
お
祭
り
広
場
」
と
し
て
完

成
し
た
市
庁
舎
前
庭
で
、
八
月

十
一
日
か
ら
名
物
の
「
朝
市
」
 

が
に
ぎ
や
か
に
店
開
き
し
、
産

地
直
売
の
新
鮮
で
安
い
野
菜
や

く
だ
も
の
に
人
気
が
集
ま
り
ま

し
た
。
 

「
朝
市
」
は
、
こ
れ
ま
で
市

民
文
化
会
館
前
で
開
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
市
で
は
市
民
の
台

所
と
直
結
し
た
物
価
流
通
対
策
 

の
一
貫
と
し
て
 

こ
れ
か
ら
計
画

し
て
い
る
格
安

品
を
並
べ
た
「
 

堀
出
し
市
」
や
 

「
び
っ

く

り

市
」
の
開
催
に

先
が
け
て
行
な

っ
た
も

の
で

す
。
 

こ
の
日
は
、
 

午
前
三
時
か
ら

朝
モ
ヤ
を
つ
い

て
市
内
は
も
ち

ろ
ん
、
近
郷
近

在
の
農
家
か
ら

リ
ヤ
カ
ー
や
ト

レ
ー
ラ
ー
六
十
 

『
青
年
の
船
』
 

団
員
を
募
集
 

市
立

「
国
連
青
少
年
の
家
」
 

で
は
、
市
内
の
青
年
男
女
を
対

象
に
第
三
回
地
中
海
「
青
年
の

船
」

の
団
員
を
募
集
し

て

い

ま
す
。
 

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で

す
が
、
詳
し
く
は
「
国
連
青
少

年
の
家
」
電
話
④
三
四
九
四
番

に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

▽
渡
航
期
間
 
昭
和
四
十
七

年
十
二
月
二
十
五
日

（
月
）

ー
 

昭
和
四
十
八
年
ニ
月
十
三
日
（
 

土
）
の
二
十
日
間
 

▽
訪
間
国
 
イ
タ
リ
ア
、
 ユ
 

ー
ゴ
、
 ギ
リ
シ
ヤ
、
 エ
ジ
プ
ト

フ
ラ
ン
ス
、
ほ
か
 

▽
経
費
 
三
十
万
円
ぐ
ら
い

▽
募
集
人
員
 
全
国
で
四
寸
 
 

台
ほ
ど
が
く
り
だ
し
ま
し
た
。
 

ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト

ス
イ
カ
な
ど
季
節
の
新
鮮
な
野

菜
や
く
だ
も
の
が
露
店
に
並
べ

ら
れ
、
市
価
よ
り
安
い
と
あ
っ

て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
や
商
店

の
主
婦
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
 

「
朝
市
」
は
、
十
「
月
末
ま

で
毎
日
午
前
三
時
か
ら
七
時
ま

で
開
か
れ
ま
す
。
 

人
（
定
員
）
 

▽
資
格
 
日
本
国
籍
を
有
す
 

る
青
年
 

▽
申
込
締
切
 
昭
和
四
十
七
 

年
九
月
三
十
日
 
 

一
 

市
で
は
、
庁
舎
前
の
広
場
を

交
通
事
故
防
止
と
催
し
も
の
の

際
の
混
雑
緩
和
の
た
め
別
表
・

カ
ツ
ト
の
と
お
り
交
通
規
制
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

庁
舎
内
に
お
出
入
り
の
際
は

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

自
動
車

（バ
イ
ク
、
自
転
車

も
含
む
）
な
ど
の
車
両
は
、
庁
 

市
出
稼
協
会
 

市
出
稼
協
会
（
会
長
佐
々
木

市
長
）
 は
、
八
月
十
五
日
開
い

た
総
会
で
、
こ
と
し
か
ら
留
守

家
族
の
現
地
訪
問
な
ど
留
守
家

族
の
援
護
を
主
体
と
し
た
次
の

新
し
い
事
業
を
決
め
ま
し
た
。
 

ホ
ー
ム
電
話
の
実
施
、
留
守

家
族
の
巡
回
相
談
、
出
稼
者
就

労
状
況
の
写
真
展
の
開
催
、
留
 
 

舎
の
正
面
向
っ
て
左
の
市
民
文

化
会
館
北
側
の
通
路
か
ら
お
入

り
く
だ
さ
い
。
 

出
ロ
は
、
庁
舎
正
面
に
向
っ

て
右
の
「
臨
時
駐
車
場
」
寄
り

の
通
路
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
 

歩
行
者
は
、
 「
お
祭
り
広
場
」
 

か
ら
正
面
玄
関
に
通
じ
る
遊
歩

道
を
通
っ
て
お
出
入
り
く
だ
さ
 

い
。
 

守
家
庭
の
児
童
、
生
徒
の
慰
安

激
励
会
の
開
催
、
留
守
家
族
現

地
訪
問
と
視
察
の
実
施
。
 

ほ
か
に
、
会
員
と
協
会
の
情

報
を
交
換
す
る
「
連
絡
調
整
」
 

と
雇
用
条
件
の
説
明
会
な
ど
を

開
い
て
事
故
防
止
に
あ
た
る
な

ど
、
安
全
で
明
る
い
出
か
せ
ぎ

を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。
 

警

察

官

を
募
集
 

四
十
八
年
四
月
採
用
の
「
青

森
県
警
塞
耳
」
を
次
の
要
領
で

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
 

▽
受
験
資
格
 
十
八
歳
か
ら

二
十
七
歳
ま
で
の
男
子
で
、
高

校
卒
業
者

（
卒
業
見
込
者
を
含

む
）
 

▽
申
込
期
日
 
九
月
一
日
か

ら
九
月
三
十
日
ま
で

（
申
込
書

は
五
所
川
原
警
察
署
に
あ
り
ま

す
）
 

▽
試
験
日
、
場
所
 
十
月
八

日
（
日
）
午
前
八
時
半
か
ら
、
 

五
所
川
原
高
校
で
教
養
試
験

（
 

五
技
択

一
式
）
作
文
、
身
体
検

査
を
行
な
い
ま
す
。
 

寸オ舎前広嶋の唆通塁制 

留
守
家
族
の
援

護
を
 

r
 

く
 





鷲
麟
麟
 

△
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ

（
 

キ
ク
科
）
。
茎
の
先
に
黄
色
 

い
花
を
穂
状

に
た
く
さ
ん

つ
け
、
群
れ

咲
く
さ
ま
が
 

見
事
な
多
年
草
で
す
。
 

和
名
は
「
秋
の
麟
麟
草
」
 

で
、
初
夏
に
美
し
い
黄
花
を

つ
け
る
ベ
ソ
ケ
イ
ソ
ウ
科
の

キ
リ
ン
ソ
ウ
に
対
比
し
て
名
 

付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 「
 

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

（
泡
立
草
）
 

」
の
別
名
も
あ
り
ま
す
が
、
 

豊
か
に
盛
り
あ
が
る
花
の
集

ま
り
を
酒
を
か
も
し
た
と
き

の
泡
に
目
立
て
た
も
の
で
、
 

こ
の
名
も
花
の
美
し
さ
を
あ

ら
わ
し
て
い
ま
す
。
 

▽
イ
シ
ミ

カ
ワ
 
（タ
デ

科
）
。
茎
に
逆
向
き
の
ト
ゲ

が
あ
り
、
他
物
に
ひ
っ
か
か
 

り
、
つ
る
状
に
の
び
て
繁
茂

す
る
一
年
草
で
す
。
 

和
名
は
「
石
見
川
」
で
大

阪
に
あ
る
地
名
に
も
と
づ
い

た
も
の

と
い
わ

れ
て
い

ま
 

こ
の
草
の

果
が
美
し
く
 

・

旬

）
 
自
然
愛
好

者

の
足
を
引
き

と
め
る
の
に
十
分
で
す
。

つ

る
茎
の
先
に
あ
る
藍
色
の
玉

の
果

は
宝
石

そ
の
も
の
で

す
。
 圏

 
圏
 

す
。
 

津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
 

(
9月
初
旬
1
9月
中
旬
）
 

圏
 

《
 

太い黒線が変更後の通学路です 

ー
 

八
 

注
 

④
 

「
部落
狙
繊
裂
ロ
 

市
内
広
田
の
部
落
民
は
、
七

月
二
十
八
日
、
新
十
川
提
防
の

草
刈
り
と
、
清
掃
を
し
ま
し
た

新
十
川
の
広
田
橋
付
近
か
ら

下
流

一
帯
は
、
毎
年
夏
に
な
る

と
雑
草
が
お
と
な
の
背
丈
け
以

上
に
も
伸
び
、
向
こ
う
岸
が
見

え
な
い
ほ
ど
で
す
。
 

こ
の
た
め
、
集
中
豪
雨
が
あ

る
と
、
流
れ
が
鈍
り
、
増
水
を

早
め
る
危
険
も
あ
る
ほ
か
、
野
 

ネ
ズ

、、
、
が発
生

し
て
堤
防
を
痛

め
ま
す
。
ま
た

痴
漢
が
出
没
す

る
隠
れ
場
所
に

も
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
部
落
民

百
人
が
草
刈
ガ

マ
を
持
っ
て
、
 

二
M
近
く
伸
び

た
雑
草
を
次
々

刈
っ
て
ゆ
き
、
 

広
田
橋
か
ら
下

流
千
四
百
層
が

き
れ
い
に
清
掃

さ
れ
ま
し
た
。
 

草
刈
に
は
、
 

児
童

巡
回
相
談
 

弘
前
児
童
相
談
所
の
「
児
童

巡
回
相
談
」
は
、
九
月
十
二
日
 

（
火
）午
前
九
時
か
ら
市
中
央

公
民
館
ニ
階
会
議
室
で
行
な
い
 
 

お
ば
あ
さ
ん
か
ら
、
夏
休
み
に

入
っ
た
ば
か
り
の
中
学
生
も
参

加
し
、
い
っ
し
よ
に
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。
 

通
学
路
変

更
の
 

お
知
ら

せ
 

駅
東
部
地
区
の
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
る
旧
十
川
橋
梁
架

け
替
え
工
事
の
た
め
、
通
学
路

を
別
表
・
カ
 
ツ
トの
と
お
り
変
 

堤防の草刈りに汗を流す広田の人々 

ま
す
。
 

養
護
家
庭
、
身
体
の
不
自
由

な
児
童
、
知
恵
お
く
れ
児
童
、
 

長
欠
、
不
就
学
児
童
な
ど
児
童

問
題
に

つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。
 

更
し
ま
す
。
 

通
学
生
を
は

じ
め
、
利
用
者

の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

な
お
、
橋
梁

架
け
替
え
工
事

の
期
間
は
、
九

月
一
日
か
ら
四

十
八
年
六
月
ま

で
の
予
定
と
な

っ
て
お
り

ま

す
。
 爆

音
器
は

夜
問
 

は
使
わ
な

い
で
 

ス
ズ
メ
追
い
爆
音
器
の
使
用

時
期
に
な
り
ま
し
た
が
、
使
用

の
適
正
で
な
い
も
の
が
み
ら
れ

毎
年
付
近
住
民
か
ら
苦
情
が
多

く
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
騒
音

防
止
の
た
め
に
も
次
の
こ
と
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

▽
夜
間
は
使
用
し
な
い
 

▽
病
院
、
学
校
や
人
家
に
近

い
と
こ
ろ
で
使
用
し
な
い
こ
と

▽
不
正
使
用
者
は
、
軽
犯
罪

法
（
第

一
条
、
一
四
号
静
穏
防

害
罪
）
に
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
 

1
さ
つ
き

町
ー

一
 

一

子
供
会
が
優

勝

L
 

市
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
な
ど
主

催
の
第
六
回
「
市
内
少
年
野
球

大
会
」
は
、
八
月
十
六
、
十
七

の
両
日
、
北
斗
運
動
広
場
で
十

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
 
 

さ
つ
き
町
こ
ど
も
会
が
優
勝
し

ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
準
決
勝
 

ア
ス
ナ
ロ
3
1
0
平
和
町

さ
つ
き
町
9
1
1
川
端
町
 

（
」ハ回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）
 

▽
決
勝
 

さ
つ
き
町
6
1
0
ア
ス
ナ
ロ
 

》
 

九
月
の

明
日

を
 

開
く
映
画
の

会
 

家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
、
た

め
に
な
る
映
画
で
す
。
入
場
は

無
料
で
す
。
 

▽
と
き
 
九
月
九
日

（
土
）
 

午
後
二
時
ー
四
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル
 

▽
上
映
映
画
 

カ
ラ
ー
ス
コ
ー
プ
 「
白
鳥
の

王
子
」
 

1
野
外
植
物
に

ー

【
 

！
 

親
し

も
う

L
 

第
七
回
「
市
民
野
外
植
物
に

親
し
む
会
」
は
、
九
月
五
日
 
（
 

火
）
午
後
五
時
か
ら
岩
木
川
原

で
行
な
い
ま
す
。
参
加
す
る
人

は
、
乾
橋
下
に
メ
モ
帳
を
準
備

し
、
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
雨
 

天
決
行
で
す
。
 

後
期
造
林
の
 

苗
木
を
受

付
 

四
十
七
年
度
後
期
造
林
用
の
 

苗
木
を
九
月
五
日

（
火
）
ま
で
 

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

申
し
込
み
は
、
市
農
林
課
か

各
支
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。
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